
2007年出上の木簡

⑬

　

「
＜
大
伴
里
五
戸
大
伴
マ
依
麻
呂
米
五
斗
」
　

牌崇泉
］睫
卜
寓
］

り
は
上
端
及
び
左
右
両
辺
は
削
り
、
下
端
は
折
損
し
て
い
る
。
習
書
木
簡
と

考
え
ら
れ
る
。

②
は
糸
巻
具
で
、
四
周
が
削
ら
れ
て
い
る
。
①
は
四
周
が
削
り
、
中
間
部
右

半
が

一
部
久
損
し
て
い
る
。
「白
マ

（部
）
郷
」
は
、
『和
名
抄
』
の
駿
河
国
有

度
郡
真
壁
郷
か
。
宝
亀
元
年

（七
七
〇
）
光
仁
天
皇
の
即
位
に
伴

い
、
白
部

（白
壁
）
は
真
壁
に
改
称
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
「白
マ

（部
）
郷
」
の

表
記
は
、
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

０
は
四
周
が
削
り
、
左
下
は
欠
損
し
て
い
る
。
下
端
は
二
次
的
削
り
の
可
能

性
が
あ
る
。
①
は
上
下
両
端
が
折
損
し
、
左
右
両
辺
は
削
り
。
裏
面
二
行
四
文

字
日
は

「伊
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
⑮
は
墨
痕
が
認
め
ら
れ
る
が
、
文
字
か
絵

か
不
詳
で
あ
る
。

側
は
四
周
が
削
ら
れ
、
右
辺
中
程
が
切
断
さ
れ
て
い
る
。
墨
痕
が
あ
る
が
文

字
か
否
か
不
詳
で
あ
る
。

明
は
付
札
で
、
四
周
が
削
り
、
右
下
は
欠
損
す
る
。
国
郡
里
制
も
し
く
は
郷

里
制
下
の
木
簡
で
、
天
平

一
二
年

（七
四
〇
）
以
前
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『和
名
抄
』
駿
河
国
に
は
大
伴
郷
は
存
在
し
な
い
。

木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
研
究
室
の
方
々
の

ご
教
示
を
得
た
。

（天
石
夏
実
）

ヨ
青
森
県
史
』
資
料
編
古
代
２

出
土
文
字
資
料
」
の
刊
行

本
書
は
、
文
献
史
料
を
集
成
し
た

『県
史
』
資
料
編
古
代
１
と

『県
史

叢
書
』
古
代
１
補
遺
の
二
冊
に
次
ぐ
古
代
北
方
史
に
関
す
る
三
冊
め
の
資

料
集
で
あ
る
。
青
森
県
を
は
じ
め
現
在
の
北
海
道

。
東
北
地
方

。
新
潟
県

で
出
上
し
た
三
万
点
を
超
え
る
文
字
資
料
を
収
録
す
る
空
前
絶
後
の
規
模

を
誇
る
。

第
二
部
青
森
県
出
土
文
字
資
料
、
第
Ⅱ
部
墨
書

・
刻
書
土
器
、
文
字
瓦

は
遺
跡
ご
と
の
資
料
表
を
主
体
と
し
、
道
県
ご
と
の
解
説
と
主
要
な
資
料

の
図
版
か
ら
な
る
。
第
Ⅲ
部
は
木
簡
と
漆
紙
文
書
で
、
遺
跡
ご
と
に
資
料

を
排
列
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
形
状

。
内
容
等
を
注
記
す
る
。
第
Ⅳ
都
は
金
石

文
で
、
年
紀
に
し
た
が
っ
て
資
料
を
排
列
し
、
多
く
の
写
真
を
掲
載
す
る
。

お
問
い
合
わ
せ
は
こ
ち
ら
ま
で

青
森
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
文
化
課
県
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ

電
話
　
〇

一
七
十
七
三
四
十
九
二
三
九

お
求
め
は
こ
ち
ら
ま
で

青
森
県
図
書
教
育
用
品
株
式
会
社
電
話
　
〇

一
七
二
十
二
七
十
人
人

一
一

Ａ
４
判
　
人

一
六
頁
　
頒
価
五
九
八
五
円

（税
込
、
送
料
四
二
〇
円
）




